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 図 1 のように座標の原点Oを中心とする半径 aの球

1S の内部にQの電荷が一様に分布しているとする。こ

れを原子核の簡単なモデルとして，その静電エネルギ

ーを次のように求める。 
                             
(1) 1S 内部及び外部の電場の大きさ )(rE を求めよ。ただし r は原点Oからの距 
  離とする。 1S の内部及び外部の誘電率は真空中の誘電率 0ε とせよ。 
(2) )(rE をグラフとして図示せよ。 
(3) 1S 内の電位 )(rφ を求めよ。ただし，無限遠の電位を0 とする。 
(4) )(rφ をグラフとして図示せよ。 

(5) 1S の静電エネルギーが
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= と表せることを示せ。 

(6) 図 2 のように， 1S が二つの小球 2S に分裂した場合

を考える。 2S の体積は 1S の 21 であり，その電荷は

2Q であるとする。このとき， 2S の静電エネルギ

ー 2U は 1U の何倍となるか。計算の簡単のため

3.123 ≅ とせよ。ただし 2S 間の距離は十分離れて

いるものとする。 
 (6) (5)の分裂の結果、 1S の静電エネルギーの一部が外部に放出される。放出

される静電エネルギー 21 2UUUout −= は 1U の何倍となるか。 
実際の原子核分裂で放出されるエネルギーは outU 程度であることが知ら

れている。ここではウラン原子核の分裂により放出される静電エネルギ

ーを eV の単位で計算せよ。簡単のため、ウラン原子核のモデルとして，

90 個の陽子が，半径 14101.0 −× mの球内に均一に分布しているものとせよ。

陽子の電荷は e（電気素量）である。計算では, meV100.5 9
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と

せよ。 
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